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宇佐美圭司 《きずな》（1977年）の再現画像（2018–21年、 作成：笠原浩）

《Laser: Beam: Joint》のためのドローイング（1968年）

2021年4月28日［水］ー6月27日［日］

東京大学 大学院総合文化研究科・教養学部 駒場博物館

4月13日［火］－27日［火］（平日のみ）は、 東京大学の学生と教職員を対象とする学内公開期間になります。

〒153–8902 東京都目黒区駒場3–8-1  Tel.03–5454–6139  Fax.03–5454–4929

主催：東京大学　協力：ソーラボジャパン株式会社、 東大駒場友の会

開館時間：10：00－18：00（入館は17：30まで）　休館日：火曜日［ただし5月4日（火）は開館］

入場料：無料

本展は、オンラインでの日時指定予約が必要です。 
予約方法は、当館ホームページをご覧ください。 
http://museum.c.u-tokyo.ac.jp/



　宇佐美圭司（1940–2012）は、 戦後日本を代表する画家です。  高校卒業後に画家
を志し、 1963年南画廊の初個展で注目を集めます。  1965年のワッツ暴動の報道
写真から抜き出した4つの人型を用いた絵画を展開し、 晩年は、 制動が変化させる
運動エネルギーをテーマとする〈大洪水〉のシリーズに取り組みました。  レーザー光線
を用いた作品や6つの横顔を組み合わせた作品などでも知られています。
　本展覧会は、 小規模ながら、 宇佐美氏の長年の活動全体を振り返る試みです。  
主な時代の絵画を概観し、 彫刻も展示します。  失われた絵画《きずな》を再現画像
で展示し、 レーザー光線を用いた作品も再制作します。  それらを、本博物館所蔵の
マルセル・デュシャンの《花嫁は彼女の独身者たちによって裸にされて、 さえも》
（1980年）とともに展示することで、 現代美術における再制作の問題を考察すること
も、 本展覧会のテーマのひとつです。
　東京大学中央食堂には、 1977年から《きずな》が掛けられていましたが、 2017年
の改修工事で不用意な廃棄処分により失われてしまいました。  本展覧会は、 取り返し
のつかない結果をもたらしたことの反省にたち、 宇佐美氏の長年の活動を振り返り、 
その芸術が提起した問題を学んで、 芸術とともにあることの大切さを考える機会にで
きればと考えています。

駒場博物館900番教室

13号館
1号館
 （時計台）

京王井の頭線 渋谷吉祥寺

守衛所

正門

アドミニスト
レーション棟

11

館
号

駒場東大前

Usami Keiji: A Painter Resurrected
よみがえる画家宇佐美圭司
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関連イベントとして、
レクチャーや
ギャラリートークを
予定しています。
詳しくは、
当館ホームページを
ご覧ください。

《Laser: Beam: Joint》（1968年／2021年）アクリル板8枚、 半導体レーザー、 半導体励起固体レーザー 、 ブラックライト、 ドライアイス、 鏡、 個人
蔵　＊1968年、南画廊での展示（Photo: ©Murai Osamu）

《学堂・学童・さざめき・150S》（2003年）油彩・カンヴァス、 個人蔵

《習慣の倍数》（1965年）油彩・カンヴァス、 個人蔵

《焔の船 No.10》（1962年）油彩・カンヴァス、 個人蔵

《水族館の中の水族館 No.4》（1967年）油彩・カンヴァス、 個人蔵

《100枚のドローイング No. 13》（1978年）色鉛筆、 インク、 水彩、 紙、 東京大学駒場博物館蔵
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